
第1学年学習指導案 

日 時 平成20年10月8日     

児 童 男子3名 女子2名 計5名 

授業者   菅 野 信                

 

１ 単元名   「ひきざん」（東京書籍） 

２ 単元について 

 （１）教材について 

減法計算は、これまでに１位数から１位数をひく計算や、１３－３などの計算で、いずれも繰

り下がりのない場合を扱ってきた。また、第９単元「たしざん」では１位数に１位数をたして繰

り上がりのある加法を学習することにより、１０に対する補数の見つけ方に慣れ、１０のまとま

りを作り「１０といくつ」として数をとらえる見方を養ってきている。 

本単元では、１１から１８までの２位数から１位数をひいて繰り下がりのある減法について学

習する。繰り下がりのある計算は、数えひく、減加法、減々法の３つの方法で考えることができ

るが、数えひいて考えることよりも、数の合成、分解の既習事項に目をつけ、１０のまとまりを

つかって考えると効率的であることに気づかせるようにする。減加法は減数が大きい場合に適用

しやすく、減々法は減数が小さい場合に適用しやすいと言われている。減加法は、１０の補数を

よりどころとすると比較的かんたんな考え方であること、また、減法の筆算にもつながる考え方

でもあるので、減加法を確実にできるよう扱うことにする。しかし、計算の考え方は、児童の数

のとらえ方や数を操作する能力によっても差異が生ずるので、計算の型を単に覚えることを求め

ず、計算に慣れるにしたがって、式の数値に応じて児童自身が考えやすい方法を見いだしてそれ

を用いていけるようにする。 

児童にとって、繰り下がりは、今後の減法の筆算の基礎ともなるので、問題提示の工夫や具体

物などの操作を大切に扱い、本単元での理解を十分なものにする必要がある。 

 

（２）児童について 

   レディネステストの結果、10以下数字の減法計算はほぼできていることがわかる｡２０までの

数の合成や分解、10といくつの減法計算、文章問題もおおむねできているが、ブロックを用いた

り、担任の補助を受けたりして解いた児童もいる。 

   本校の研究主題に係っては、既習と本時とを結び付けて考えることや、自分の考えたことを話

すことにも慣れてきている。既習をもとにすれば、同じようにできる、ちがうところがあるとい

う指摘もできるようになり、学習の見通しも持って課題の解決にあたることができるようになっ

てきている。しかし、話す内容や順序よく話すといった点で、まだ不十分なところが見られる。

既習をよりどころとしながら、具体物などの操作をもとに考えさせることで、根拠を明らかにし

ながら考える力をつける必要がある。 

   算数的な活動については、ブロックの操作時に10をまとまりとしてとらえられるようになって

きているが、その都度数えてならべる児童もいる。「あわせて」「のこりは」などの言葉にあっ

た操作ができ、また、「10よりおおきいかず」の学習では、１０といくつという見方を、ブロッ

クの操作や操作したことをもとに理解を深めることができた。しかし、他の児童の発表に対して

自分の考えを見直したり、よさを見出したりするには至っていない。 



（３）指導にあたって 

   児童にとって、たし算よりもひき算に抵抗を感じていることから、繰り下がりを扱う本単元で

は、10までの数から1位数をひくひきざんの仕方や20までの数の「１０といくつ」という考えを

既習として活用し、十分な具体物などの操作をとおして繰り下がりのあるひき算を理解させるよ

うに進めていきたい。 

   本校の研究でめざす「根拠を明らかにしながら考える」ことができるよう、既習の考えを使う

ことや順序よく話すことを学習の中で大事に扱うようにする。そのため、十分な説明ができない

場合は、順序を表す言葉やつなぐ言葉を投げかけ話しやすくなるような支援に努めたい。 

   児童にとって、自分の考えのよりどころとなるものは、自分が操作するブロックとなるであろ

う。そのために、単元をとおしてブロックなどの操作活動が十分できるように時間を確保したい。 

３ 単元の目標 

○１１～１８から1位数をひく繰り下がりのある減法計算のしかたを理解し、それを用いることが

できる。 

（関心･意欲･態度）数の構成や 10 の補数などの学習経験を生かして、１１～１８から 1 位数をひ

いて繰り下がりのある計算のしかたを進んで考えようとする。 

（数学的な考え方）１８までの数の構成や１０の補数に着目して計算のしかたを考える。 

（ 表 現 ･処 理 ）１１～１８から1位数をひいて繰り下がりのある減法計算ができる。 

（ 知識・理 解 ）１１～１８から1位数をひいて繰り下がりのある減法計算のしかたを理解す 

る。 

４ 教材の関連 

       第1学年   第2学年   第3学年 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元指導計画・単元指導構想表 

  （別紙） 

６．本時の指導（１／１２時間） 

（１） 本時の目標 

   ○１１～１８から1位数をひく繰り下がりのある減法で、被減数を分解して計算する方法（減

加法）について理解する。 

   ○繰り下がりのあるひき算の仕方について、１０のまとまりに着目して考えている。 

⑤のこりはいくつちがいはいく

⑩ひきざん 

⑧ふえたりへったり 

②何十の計算 

⑥10よりおおきいかず ④ひき算のひっ算 

⑬たしざんとひきざん 

⑤たし算とひき算の筆算 

⑯そろばん 

⑦暗算 

⑮たし算とひき算 

⑧たし算とひき算のひっ算 

⑦計算のくふう 

⑥３けたの数 



（２） 具体の評価規準  

評価規準【観点】 A 十分満足 B おおむね満足 努力を要する児童への支援

【考】繰り下がりの

あるひき算のにつ

いて、１０のまとま

りに着目して考え

ている。 

 

・繰り下がりのある

ひき算のしかたに

ついて、１０のまと

まりに着目して考

え、説明することが

できる。 

繰り下がりのあるひき

算のしかたについて、１

３を１０と３に分けて、

１０のまとまりに着目

して考えている。 

算数ブロックを使っ

て考えさせ、１０のま

とまりから９を取れ

ばよいことに気づか

せる。 

（３） 本時の指導にあたって 

本時は、繰り下がりのあるひき算との出会いともいえる。既習のひき算とのちがいを明確 

にとらえさせ、単元全体に係る課題意識を持たせる時間でもある。既習事項をもとにして、10

のまとまりに着目して計算することができることに気づかせたい。 

 これまでのひき算や前単元の繰り上がりのあるたし算のときと同様に、ブロックなどの操作

をもとに順序良く考えることで理解を深めていきたい。 

（４）本時の展開 

段階 
学 習 活 動 

（◎は主な算数的活動） 
支援および指導上の留意点 評  価 

 

 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

５分 

 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 

◎どんな場面か話し合う。 

・立式する。１３－９ 

２ 課題を設定する 

◎これまでの計算とちがうところを

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

・「のこり」という言葉から、ひき算

であることを確かめる。 

 

・既習の１３－３の計算と比べてみ

て、今まで学習してきたひき算との

ちがいを話し合い、一の位の３から

９がひけないことに着目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんぐりが１３こあります。９こつかい

ました。 

どんぐりは、なんこのこっていますか。

３から９がひけないときのけいさ

んのしかたをかんがえよう。 



 

し 

ら 

べ 

る 

１０

分 

３ 解決の見通しを立てる 

◎方法の見通しを立てる。 

４ 自力解決に取り組む 

○13－９の計算のしかたを考える。 

◎ブロックをならべて考える。 

・10のまとまりから９をとる 

  

・    13-9=４ 

･３をとって、６をとる 

  

・    13-9=４ 

・かぞえひきをする 

  

・    13-9=４ 

 

 

 

・解決の難しい児童には、ブロック

を並べて、どこから９をひけるかを

考えさせるようにする 

・答えが出せた児童には、ブロック

をどのように動かしたか話しながら

操作をしてみるように働きかける。 

・児童の操作の様子が残るように、

シートを用意して記録させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

た 

し 

か 

め 

る 

 

２５

分 

５ 学び合いをする 

◎13－９の計算のしかたを話し合

う。 

・ブロックをならべて操作したこと

を説明する。 

・１０のまとまりに着目して考える

とよいことに気づく。 

・類題を解いてみる。 

 

・順序を表す言葉でつなげてあげる

ことで、自分の操作した手順を発表

できるように支援する。 

 

 

 

・１４－９を解き、１０のまとまり

からひけばよいことを確かめる。 

 

【考】繰り下がりのある

ひき算の仕方について、

１０のまとまりに着目し

て考えている。 

 

 

ま 

と 

め 

る 

 

５分 

６ 課題についてまとめる 

 

 

 

 

 

７ 今日の学習についてふりかえる 

・児童のブロック操作の手順にそっ

て、まとめるようにする。 

 

 

 

 

「１３－９のけいさんは 

１３を１０と３にわける 

１０から９をひいて１ 

１と３で４」 



 

13-９のけいさん ① １２－３のけいさん ② かあどれんしゅう まとめと評価 単元指導計画 

単元構想表 
1（本時） 2 3 4 5 6 7～１２ １３・１４ 

目 

標 

○１１～１８から 1 位数をひく繰り下がりのある減法で、被減数を分解

して計算する方法（減加法）について理解する。 

 

○１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法で、被減数を分解し

て計算する方法（減加法）の理解を確実にする。 

○１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法で、減数を分解し

て計算する方法（減減法）のについて理解する。 

○減法の計算能力を高める。 

 

○１１～１８から 1 位

数をひく繰り下がりの

ある減法の習熟を図

る。 

つ 

か 

む 

１ 問題を把握する 

＊どんな場面か話し合う。 

２ 課題を設定する 

 

１ 前時の学習を想起する 

２ 課題を設定する 

 

１ 問題を把握する 

２ 課題を設定する 

 

１ 問題を把握する 

２ 課題を設定する 

 

１ 前時の学習を想起する。 

２ 課題を設定する。 

 

 

 

し 

ら 

べ 

る 

３ 解決の見通しを立てる 

＊方法の見通しを立てる。 

４ 自力解決に取り組む 

○13－９の計算のしかたを考え

る。 

＊ブロックを操作しながら考え

る。 

 

３ 13－9 の計算のしかたを当て

はめて、減数が９の場合のひき

算の計算をする 

＊昨日の学習を確かめながら計

算をする。 

 

３ 解決の見通しを立てる 

＊前時とにているところ、ちがうと

ころを話し合う。 

４ 自力解決に取り組む 

○１４－８の計算のしかたを考え

る。 

＊１３－９の計算のしかたを参考

にしながら考える。 

 

 

 

 

 

 

１ 自力解決に取り組む 

○12-7 の計算のしかたを考える。

・ブロックを使わないでといてみ

る。 

＊計算の順序を言葉に表しながら

解く。 

３ 解決の見通しを立てる 

＊どんな方法で考えるかを発表

する。 

４ 自力解決に取り組む 

○１２－３の計算のしかたを考え

る。 

＊自分の選んだ方法で考える。 

 

３ １２－３のような計算のしか

たで計算をしてみる。 

○教科書76 ページ⑧ 

○文章問題を解く。 

＊求残と求差とも、ブロックの操

作をすることで考え方のちがい

を確かめる。 

 

 

た 

し 

か 

め 

る 

５ 学び合いをする 

○13－９の計算のしかたを発表し

話し合う。 

＊ブロックをならべて操作したこ

とを説明する。 

・１０のまとまりに着目して考える

とよいことに気づく。 

・類題を解いてみる。 

４ 計算の手順を確かめながら答

えあわせをする 

＊計算の手順を話しながら解く。

５ 学びあいをする 

○１４－８の計算のしかたを発表

し、話し合う。 

＊考えを発表し、似ている点ちがう

点について話し合う。 

・気づいたことを出し合うことで、計

算のしかたを明確にしていく。 

・類題を解いてみる。 

２ 学びあいをする。 

○12－7 の計算のしかたをまとめ

る。 

＊ひく数が９、８のときとくらべて

みてどうかを話し合う。 

・類題に取り組む。 

 

５ 学びあいをする 

○１２－３の計算のしかたを発表

し、話し合う。 

＊（減数を分ける考えが出ないと

きには、もっとちがったひきかた

がないか考えさせる）似ている

点、ちがう点について話し合う。 

＊よりよい解決法について話し合

う。 

・類題を解いてみる。 

４ 計算の手順を確かめながら

答え合わせをする。 

＊計算の手順を話しながら解

く。 

 

 

 

 

 

 

○ カードを使ってひき算の練

習をする。 

・計算カードを使った計算練習を

する。 

 

・同じ答えになるカードを集めた

り、カードを並べたりして気づい

たことを話し合う。 

 

・ゲームを取り入れた計算練習

に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○計算の練習をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ひきざんの評価  

  

  

ま 

と 

め 

る 

６ 課題についてまとめる 

 

 

 

 

７ 今日の学習についてふりかえ

る 

５ まとめる 

＊今日の学習でわかったこと、大

事なことなどを話し合う。 

６ 課題についてまとめる 

 

 

 

 

７ 今日の学習についてふりかえ

る。 

３ まとめる 

＊今日の学習でわかったことを発

表しあう。 

６ 課題についてまとめる ５ まとめる 

＊今日の学習でわかったこと、

大事なことなどを話し合う。 

 

 

 

 

 ○ひきざんの学習を

ふり返る。 

育
て

た
い

力 

根拠を明らかにしながら考える力 根拠を明らかにしながら考える力 解決への見通しを持つ力 根拠を明らかにしながら順序良く

考える力 

解決への見通しを持つ力 根拠を明らかにしながら順序良

く考える力 

根拠を明らかにしながら順序良

く考える力 

  

算
数
的
活
動 

≪意味理解を深める活動≫ 

ブロック操作をしたり、操作したこ

とを順序よく発表したりすることに

より繰り下がりについての意味を

考えさせる。 

≪意味理解を深める活動≫ 

ブロック操作をしたり、操作したこ

とを順序よく発表したりすることに

より繰り下がりについての理解を

図る。 

≪学習したことを活用する活動≫ 

前時の学習を思い出し、似ている

ところやちがうところを話し合うこと

により１３－９と同じようにできるこ

とに気づかせる。 

≪意味理解を深める活動≫ 

念頭操作によってでも、順序よく計

算を進め、繰り下がりについての

理解を深める。 

≪学習したことを活用する活動≫

前時の学習を思い出し、似ている

ところやちがうところを話し合うこ

とにより１３－９と同じようにできる

ことに気づかせる。 

≪意味理解を深める活動≫ 

ブロック操作をしたり、操作した

ことを順序よく発表したりするこ

とにより繰り下がりについての

意味を考えさせる。 

《習熟を図るための活動》 

これまでに学習してきたことを繰

り返し練習し、理解と定着を確か

なものへとする。 

 

評 

価 

規 

準 

【関】１０に対する補数に着目し

て、１１～１８から1位数をひく繰り

下がりのある計算のしかたを考

えようとしている。 

【考】繰り下がりのあるひき算の

仕方について、１０のまとまりに

着目して考えている。 

【知】減加法による計算のしかた

を理解している。 

【表】減加法による計算ができる。

【知】減数が８，７，６の場合でも、１

０のまとまりから 1 位数をひけばよ

いことを理解している。 

【表】減加法による計算が確実に

できる。 

 

【考】減数の大きさに着目しなが

ら、１０のまとまりから1位数をひく

ことを考えている。 

【知】減々法による計算のしかた

を理解している。 

 

【関】計算カードを使った練習に

取り組もうとしている。 

【表】１１～１８から 1 位数をひく

繰り下がりのある減法計算が確

実にできる。 

【表】繰り下がりのあ

る減法計算ができ

る。 

ひくかずの３を２と１にわ

けてひくこともできる。 
12-3 
 2 1 
12-2=10 10-1=9 

１３－９のけいさんは 

１３を１０と３にわける 

１０から９をひいて１ １と３で４ 

１４－８のけいさんも、 

１４を１０と４にわける  

１０から８をひいて２ ２と４で６ 

３から９がひけないときのけいさ

んのしかたをかんがえよう。 

ひくかずが３のときのけいさ

んのしかたをかんがえよう 
ひくかずが９のひきざんのけ

いさんをしよう 

ひくかずが８のときのけいさ

んのしかたをかんがえよう 
ひくかずがちいさいときのけいさ

んのしかたをかんがえよう 
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